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第 1回定例会の様子（３月７日）

　

平
成
31
年
度
第
１
回
町
議
会
定

例
会
が
、
３
月
７
日
か
ら
８
日
ま

で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
平
成
30

年
度
補
正
予
算
案
４
件
、
条
例
の

改
正
２
件
、
人
事
案
件
１
件
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
と
５

特
別
会
計
の
予
算
を
審
議
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
全
議
員
に
よ
る
予

算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長　

寺
迫
公
裕
議
員
、
副
委
員
長　

本

村
修
二
議
員
）
を
設
置
し
、
２
日

間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
神
薮
町
長
か
ら
、「
平

成
31
年
度
秩
父
別
町
予
算
編
成
方

針
」
に
つ
い
て
、

・
本
年
は
、
町
長
、
町
議
会
議
員

 

の
改
選
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら

 

骨
格
予
算
で
編
成
し
た
。

・
政
策
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

 

新
町
長
か
ら
後
日
改
め
て
政
策

 

予
算
と
し
て
提
案
さ
れ
る
。

・
政
策
的
な
事
業
で
あ
っ
て
も
、

 

継
続
事
業
や
国
費
・
道
費
の
補

 

助
対
象
事
業
、
町
民
の
サ
ー
ビ
ス

 

低
下
を
招
く
事
業
な
ど
に
つ
い

 

て
は
当
初
予
算
で
計
上
し
た
。

・
骨
格
予
算
で
あ
る
が
、
健
全
財

 

政
を
維
持
す
る
た
め
に
、
需
用

 

費
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
経
常

 

経
費
に
つ
い
て
は
極
力
節
減
に

 

努
め
た
。

 

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、

担
当
課
ご
と
の
説
明
を
受
け
、
予

算
の
内
容
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
最
終
日
の
総
括
質

疑
を
経
て
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
議
長
に
報
告
、
本
会
議

に
お
い
て
成
立
し
ま
し
た
。

◆
議
員
表
彰

　

定
例
会
開
催
前
に
、
土
井
議
長
、

柴
田
議
員
、
畑
田
議
員
、
寺
迫
議

員
の
４
名
に
対
し
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
か
ら
永
年
の
功
績
を
称

え
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

◆
骨
格
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
と
５
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
総
額
は
、

　
　
　
　

35
億
５
，
６
８
０
万
円

【
内
訳
】

○
一
般
会
計

　
　
　

26
億
３
，
５
１
６
万
円

○
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
会
計

　
　
　

４
億　
　

１
４
２
万
円

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　

４
，
９
５
０
万
円

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　

３
億
１
，
１
１
６
万
円

○
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
会
計

　
　
　
　
　

７
，
０
６
０
万
円

○
簡
易
水
道
事
業
会
計

　
　
　

  　

８
，
８
９
６
万
円

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
】

  (

西
栄
町
内
）

　

田
中　

康
雄　

氏
（
再
任
）

　
　

昭
和
36
年
３
月
27
日
生

人　

事

令
和
元
年
度
当
初
予
算
を
決
定



― 15 ―広報ちっぷべつ
令和元年 5 月

　

こ
の
度
の
議
会
改
選
に
伴
い

浅
学
菲
才
の
私
で
あ
り
ま
す

が
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
う

と
同
時
に
そ
の
重
責
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

４
期
16
年
の
議
会
経
験
を

活
か
し
、
町
民
の
目
線
に
沿

い
、
声
に
耳
を
傾
け
町
民
の

負
託
に
一
層
応
え
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

近
年
議
員
の
成
り
手
不
足

が
注
目
さ
れ
本
町
も
同
様
で

あ
り
、
そ
の
解
決
方
策
と
し

て
議
会
の
活
性
化
・
透
明
性
・

町
民
と
の
懇
談
な
ど
の
施
策

を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

町
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
理
事
者
と
議
会
が
協
議

を
し
、
町
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
し
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

令
和
元
年
の
輝
か
し
い
記

念
の
年
に
、
新
し
い
議
会
に

対
し
皆
様
の
叱
咤
激
励
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
副
議
長
の
要
職

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
余

る
光
栄
と
感
謝
し
つ
つ
、
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
に
な
っ
て
か

ら
４
年
間
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
目
線
に
た
っ
て
行
政
を
考

え
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る

べ
く
、
議
員
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
町
民
フ
ァ
ー

ス
ト
、
町
民
第
一
主
義
」
の

ス
タ
ン
ス
を
変
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
が
直
面
し
て
い
る
諸

問
題
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
に
応

え
る
こ
と
の
で
き
る
町
議
会

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第３回
臨時会

【
委
員
会
】

◆
総
務
経
済
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

藤
岡　

浩
文

　

副
委
員
長　

中
西　

伴
浩

　

委　

  

員　

早
川　

正
剛

　
　
　
　
　
　

岡
崎　
　

稔

　
　
　
　
　
　

眞
島　

秀
樹

　
　
　
　
　
　

金
子　

利
生

　
　
　
　
　
　

前
田　

力
男

　
　
　
　
　
　

寺
迫　

公
裕

　
　
　
　
　
　

大
野　
　

敬

◆
議
会
運
営
委
員
会

　

委 

員 

長　

早
川　

正
剛

　

副
委
員
長　

大
野　
　

敬

　

委　

  

員　

中
西　

伴
浩

　
　
　
　
　
　

藤
岡　

浩
文

　
　
　
　
　
　

寺
迫　

公
裕

◆
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

中
西　

伴
浩

　

副
委
員
長　

眞
島　

秀
樹

　

委　

  

員　

金
子　

利
生

　
　
　
　
　
　

前
田　

力
男

【
一
部
事
務
組
合
等

　
　
　
　
　
　
議
会
議
員
】

◆
深
川
地
区
消
防
組
合

　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

大
野　
　

敬

◆
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

藤
岡　

浩
文

◆
北
空
知
広
域
水
道
企
業
団

　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

寺
迫　

公
裕

◆
北
空
知
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

眞
島　

秀
樹

◆
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理

　
　
　
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

中
西　

伴
浩

◆
北
空
知
圏
学
校
給
食
組
合

　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

金
子　

利
生

【
議
会
選
出
各
種
委
員
】

◆
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

岡
崎　
　

稔

◆
表
彰
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　

寺
迫　

公
裕

◆
農
業
再
生
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　

寺
迫　

公
裕

　
　
　
　
　
　

眞
島　

秀
樹

◆
国
保
運
営
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　

藤
岡　

浩
文

　
　
　
　
　
　

前
田　

力
男

　
４
月
１
日
に
第
３
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
後
最
初
の
議
会
で
あ
る
た
め
、
最
初
に
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
続
い
て

各
委
員
会
並
び
に
委
員
の
選
出
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
町
特
別
職
の
給
与
を
減
額
す
る
特
例
条
例
並
び
に
前
町
長
の
神
薮
武
氏
を
名
誉
町

民
に
推
戴
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

副議長
大野　　敬

議長
寺迫　公裕
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今
年
の
町
議
選
に
お
い
て

当
選
を
い
た
だ
い
た
所
で
あ

り
、
そ
の
当
選
の
喜
び
と
同

時
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感
致

し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
各
種
選
挙
は
、
無
投

票
が
多
く
本
町
も
平
成
以
来
、

無
競
争
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

原
因
は
何
か
と
考
え
る
と

生
業
が
忙
し
く
後
継
者
不
足
、

ま
た
は
無
関
心
で
人
任
せ
な

ど
、
多
く
の
問
題
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
女
性
候
補
の
擁

立
も
含
め
て
、
真
剣
に
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
思
う
所
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
年
間
「
住
ん
で

み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
町
」
に
な
る

よ
う
町
民
に
寄
り
添
い
邁
進

し
た
い
と
誓
う
一
人
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
度
、
秩
父
別
町
議
会

議
員
の
改
選
で
議
会
議
員
と
し

て
栄
誉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
職
員
と
し
て
33
年
間
、

副
町
長
と
し
て
４
年
間
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
副
会
長
・

会
長
と
し
て
８
年
間
、
多
く

の
方
々
の
ご
示
唆
、
ご
支
援

を
賜
り
な
が
ら
責
務
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ

の
経
験
を
今
後
の
議
会
活
動

に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
現
在

は
少
子
高
齢
化
の
真
っ
た
だ

中
で
あ
り
、
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
聴
き
取
り
、
町

執
行
部
と
も
連
携
を
図
り
、

課
題
の
解
決
と
地
域
の
発
展

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
二
度
目
の
当
選

証
書
を
い
た
だ
き
、
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

町
は
、
屋
内
・
外
の
遊
戯

施
設
を
開
設
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
と
移
住
定
住
を
推
進

し
、
子
育
て
し
や
す
い
町
と

し
て
各
種
の
政
策
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
も
、
今
話
題
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
先
端

技
術
を
ど
の
様
に
取
り
入
れ

て
、
未
来
に
繋
が
る
産
業
に

し
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
議
員
は
皆
様
の
お
話

を
伺
い
な
が
ら
、
町
民
生
活

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
町
議
会
の
改
選

に
当
た
り
非
才
な
私
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
町
政
の
場
に

参
画
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事

に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
臨
時
議
会
で
の

雰
囲
気
と
緊
張
感
に
は
、
重

責
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
が

守
っ
て
こ
ら
れ
た
基
幹
産
業

の
農
業
を
始
め
と
す
る
、
商

工
業
の
更
な
る
発
展
の
た
め

に
、
微
力
な
が
ら
努
力
を
し

て
行
く
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
等
で

の
経
験
を
活
か
し
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
皆
様

の
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
を
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
の
町
議
会
議
員
改

選
に
伴
い
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
議

会
に
送
り
だ
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
40
年

間
の
行
政
経
験
を
活
か
す
と

と
も
に
、
持
ち
前
の
行
動
力

と
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛
え
た
健
康

な
体
で
、
実
直
に
議
員
と
し

て
働
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
声
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
町
民
の
福
祉
向

上
と
町
の
活
性
化
に
尽
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

早川　正剛　議員

岡崎　稔　議員

藤岡　浩文　議員

眞島　秀樹　議員

金子　利生　議員

広報ちっぷべつ
令和元年 5 月
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こ
の
度
、
秩
父
別
町
議
会

議
員
の
改
選
に
当
た
り
、
多

く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
秩
父

別
町
議
会
の
一
員
に
な
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
と
し
て
ま
だ
日
が
浅

く
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
。

　

先
日
臨
時
議
会
に
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
責
任
の
重
さ

を
身
に
染
み
て
感
じ
て
い
る

所
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
人
口
減
少
、
高
齢

化
率
の
上
昇
は
各
市
町
村
共

通
の
問
題
で
、
秩
父
別
町
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
末
永

く
町
民
の
皆
様
が
安
心
で
楽

し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
４
年
間
活
動
を

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
の
秩
父
別
町
議
会

議
員
選
挙
で
再
度
、
議
員
と

し
て
町
政
に
係
わ
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
と
し
て
経
験
し
思
っ

た
こ
と
、
子
育
て
を
し
な
が

ら
感
じ
た
地
域
へ
の
思
い
、

農
業
経
営
を
通
じ
て
感
じ
た

こ
と
な
ど
、
こ
の
４
年
間
で

一
つ
で
も
町
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
そ
れ
を
見
つ
め
る
保
護

者
や
町
民
の
微
笑
み
が
あ
ふ

れ
る
秩
父
別
町
が
、
こ
れ
か

ら
も
続
く
よ
う
に
普
通
の
生

活
の
中
に
あ
る
問
題
を
見
つ

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

前田　力男　議員

中西　伴浩　議員

議
会
閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査
に
つ
い
て
、
議
会
運
営
委

員
会
及
び
総
務
経
済
常
任
委

員
会
か
ら
、
次
の
と
お
り
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
会

○
議
会
運
営
委
員
会

　
次
期
町
議
会
（
定
例
会
ま

で
の
臨
時
会
を
含
む
）
の
運

営
に
つ
い
て

第
４
回
臨
時
会

○
総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
ベ
ル
パ
ー
ク
ち
っ
ぷ
べ
つ

の
管
理
状
況
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　

申
し
出

第
４
回
町
議
会
臨
時
会

　

第
４
回
町
議
会
臨
時
会
が
４
月
22
日
に
行
わ
れ
、
町
長
か

ら
行
政
執
行
方
針
、
教
育
長
か
ら
教
育
行
政
執
行
方
針
が
述

べ
ら
れ
た
ほ
か
、
条
例
改
正
１
件
と
政
策
予
算
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
全
て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

・
綾
川
町
表
敬
訪
問

・
災
害
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
畳

・
防
災
行
政
無
線

　
　

デ
ジ
タ
ル
化
実
施
設
計

・
非
常
用
発
電
機
購
入

・
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
新
築
住
宅
取
得
補
助
金

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

・
地
方
創
生
移
住

　
　
　
　

支
援
事
業
交
付
金

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
改
修

・
保
養
研
修
施
設
厨
房

          

設
備
一
部
更
新

・
保
養
研
修
施
設
送
迎
用

          

大
型
バ
ス
購
入

・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
更
新

今
臨
時
会
で
可
決
し
た

　
　 

政
策
予
算
の
主
な
事
業

・
迷
惑
電
話
対
策
機
器

               

購
入
助
成

・
町
立
診
療
所
デ
ジ
タ
ル

　
　
　
　

 

レ
ン
ト
ゲ
ン
更
新

・
農
業
後
継
者
奨
学
金
貸
付
金

・
産
業
後
継
者

         

新
規
就
業
支
援
金

・
商
業
振
興
店
舗
等
建
設
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　

  

補
助
金

・
全
町
民
対
象
プ
レ
ミ
ア
ム
付

             

商
品
券
発
行

・
町
道
２
丁
目
路
線

           

舗
装
改
修
工
事

・
除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー
更
新

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

             

プ
ー
ル
修
繕
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【
２
月
】　

７
日　

空
知
町
村
議
会
議
長
会
平
成
31
年
度
第
１
回
総
会

　
　
　
　

11
日　

建
国
祭

　
　
　
　

12
日　

屯
田
会
総
会

　
　
　
　

25
日　

北
海
道
議
長
会
70
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　

26
日　

根
室
市
議
会
視
察
来
庁

　
　
　
　

27
日　

交
通
安
全
協
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　

ま
と
い
会
総
会

【
３
月
】　

２
日　

自
由
民
主
党
秩
父
別
支
部
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　

及
び
渡
辺
孝
一
国
政
報
告
会

　
　
　
　

４
日　

町
政
討
論
会
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

７
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
町
議
会
定
例
会
（
～
８
日
）

　
　
　
　
　
　
　

広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

14
日　

中
学
校
卒
業
式

　
　
　
　

15
日　

農
民
協
議
会
総
会

　
　
　
　

16
日　

小
学
校
卒
業
式

　
　
　
　

19
日　

建
設
業
協
会
総
会

　
　
　
　

20
日　

第
２
回
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
委
員
会

　
　
　
　

25
日　

各
一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会

【
４
月
】　

１
日　

第
３
回
町
議
会
臨
時
会

　
　
　
　

４
日　

広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

５
日　

小
学
校
入
学
式

　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
入
学
式

　
　
　
　

12
日　

商
工
女
性
部
総
会

　
　
　
　

15
日　

秩
父
神
社
祈
年
祭

　
　
　
　

17
日　

商
工
青
年
部
総
会

　
　
　
　

18
日　

広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

22
日　

第
４
回
町
議
会
臨
時
会

　
　
　
　

23
日　

退
任
議
員
親
睦
会
総
会　

　
　
　
　

24
日　

観
光
協
会
通
常
総
会

　
　
　
　

26
日　

春
の
水
天
宮
祭
・
通
水
式

議会の主なうごき

編

集

後

記

◇
今
年
の
冬
は
雪
が
少
な
く
、

例
年
よ
り
早
く
道
路
に
雪
が

無
く
な
り
歩
道
を
歩
く
子
供

た
ち
の
足
取
り
も
、
と
て
も

軽
や
か
に
見
え
ま
す
。

◇
31
年
間
、
慣
れ
親
し
ん
で

き
た
平
成
が
４
月
30
日
で
幕

を
閉
じ
５
月
１
日
か
ら
令
和

（
れ
い
わ
）
と
な
り
、
新
し
い

元
号
の
時
代
が
始
ま
り
ま
し

た
。
み
ん
な
で
明
る
く
楽
し
い

時
代
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

◇
議
会
に
も
、
４
人
の
１
年

生
議
員
が
入
り
ま
し
た
。
新

し
い
時
代
の
議
会
と
な
る
よ

う
に
９
人
の
議
員
で
力
を
合

わ
せ
頑
張
り
ま
す
。　

◇
今
期
よ
り
議
会
広
報
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
紙
面
作
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

中
西
伴
浩　

眞
島
秀
樹

　
　

金
子
利
生　

前
田
力
男

広報ちっぷべつ
令和元年 5 月

 

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

み
ま
せ
ん
か

　
当
日
の
受
付
で
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

開
催
当
日
に
役
場
２
階
傍
聴
席
入
り
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
第
２
回
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
上

旬
の
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
傍
聴
受
付
の
方
法

が
変
更
と
な
り
、
傍
聴
人
受
付
票
に
住

所
氏
名
を
記
入
の
上
、
傍
聴
人
受
付
箱

に
投
函
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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◆中山間地域とは

　　平野部の端から山間部に至る地域のことを中山間

　農業地域といいます。高齢化が進む現在、平地に比

　べて傾斜地が多く、作業効率等の条件に不利な部分

　があることから、担い手の減少や耕作放棄の発生な

　どが懸念されます。

◆制度の趣旨

　　平地に比べ農業生産条件が不利な中山間地域が、

　担い手の減少や耕作放棄地の発生を抑制することを

　目的として、農用地を維持・管理していくための活

　動を行うことで、支援を受けられる国の制度です。

　　平成 12 年度の制度創設以来、秩父別町でもこの制度に取り組んでいます。平成 27 年度からは、

　多面的機能支払交付金や環境保全型農業直接支払交付金とともに日本型直接支払制度へと組み込ま

　れ、法律に基づく安定的な制度として運用が開始されました。

　　第４期対策（平成 27 年度～令和元年度）では、水田を対象に４集落（東、東方、日の出、協栄）

　と協定を結びました。各集落においては様々な取り組みが行われています。

◆共同取組活動の主な内容

　農業生産活動等

　・耕作放棄地の発生防止活動（全集落）

　・農地法面の崩壊未然防止活動、土質の改良（全集落）

　・水路、農道等の適正な維持管理（全集落）

　・多面的機能を増進する活動（全集落）　

　　～景観作物の植栽

　　  (東：ひまわり、東方：コスモス、協栄：マリーゴールド )

　・都市住民との交流活動 (日の出：稲刈り体験 )

　農業生産活動等の体制整備

　・農地法面、水路、農道等の補修・改良（全集落）

　・集落ぐるみの農業生産活動等の維持（全集落）

◆平成 30 年度の対象農地面積・交付金の状況
【景観作物（ひまわり）】

 お問い合わせ　役場産業課産業グループ　電話 ３３－２１１１（内線63）

中山間地域直接支払制度について

集落名 戸数
交付対象面積 交付単価 集落交付金 交付金の内訳

（㎡） （円／㎡） （円） 直接支払分 共同取組分

東 １１
急傾斜 172,877 21.0

3,943,017 1,971,511 1,971,506
緩傾斜 39,075 8.0

東方 ２３ 緩傾斜 1,040,285 8.0 8,322,280 4,161,140 4,161,140

日の出 １９ 緩傾斜 681,800 8.0 5,454,400 2,727,200 2,727,200

協栄 ３１
急傾斜 24,988 21.0

11,980,348 5,990,174 5,990,174
緩傾斜 1,431,950 8.0

計 ８４ 3,390,975 29,700,045 14,850,025 14,850,020
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介護保険料に関するお問い合わせ 役場住民課住民福祉グループ 電話 ３３－２１１１（内線 45）

  令和元年度（2019年度）の保険料額は、６月に個別にお知らせします。

 ● 秩父別町農業後継者奨学金貸付事業　　 　　 　　予算額 36 万円

　　秩父別町の農業経営の安定と優れた農業後継者を育成・確保するため、農業関係高等学校又は

　大学等に在学する方に必要な資金（奨学金）を貸付します。

　◆対象者

　　・秩父別町において、農業を営んでいる方の親族（２親等以内）で、農業高等学校・農業大学

　　　校・農業関係大学などに在学する学生のうち、卒業後に秩父別町で農業経営の担い手になろ

　　　うとする方

　　※授業料等が免除される特別な制度を活用して入学された方は、本事業の対象外です。

　◆貸付額

　　・高等学校に在学する方：月額 10,000 円　　・大学等に在学する方：月額 30,000 円

　◆貸付期間

　　・正規卒業または修了の最短期間とします。（ただし、高等学校と大学等を通算しての貸付は行い

　　　ません。）

　◆貸付金の償還免除
　　・卒業後、引き続き秩父別町で５年間農業経営に従事したときは、貸付金の償還を免除します。

令和 元 年度

産業後継者支援制度のお知らせ

 ● 産業後継者新規就業支援金貸付事業　　　　　 予算額 1,200 万円

　　秩父別町内で農業・商工業などを営む方の後継者又は新規就業者が、その自営業などに新たに

　就業する際の、良好な経営を助長し経営の継続発展を図るために支援金を貸付します。

　

　◆対象者　※次の全てに該当する年齢 45 歳未満で就業開始後６ヶ月以上の方

　　・秩父別町に住所を有すること。　・公租公課に滞納がないこと。

　　・学卒後継者及びＵターン後継者については、自営業などの経営を引き継いで経営者となる意

　　　思を有し、同時に申請時の経営者がその意思を認める方であること。

　　・新規就業者については、自営業等を将来的に継続する意思があること。

　　・申請時に対象となる自営業などに従事していること。

　　・支援金貸付決定の日から 10 年以上秩父別町に住所を有し、対象となった自営業などに従事

　　　すること。

　◆貸付額　※自営業など 1経営体につき交付対象者は 1人まで

　　・各種学校等を卒業直後、後継者として就業した方：２００万円

　　・町内外での就職等を経て後継者として就業した方：１００万円

　　・店舗等を構え新規就業者と認められた方：２００万円

　◆貸付金の償還
　　・貸付を受けた翌年度から 10 年以内

　◆貸付金償還の猶予等
　　・貸付を受けた方が、翌年度以降も引き続き自営業等を行うことが確実である場合は、当該年

　　　度の貸付金の償還を猶予します。猶予は最大 10 年間です。

 お問い合わせ　役場産業課産業グループ　電話 ３３－２１１１（内線63）

 ※ この事業の内容については、見直しを行う予定です。
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■世帯全員が町民税非課税の方の保険料が見直しされます
　本年 10月以降の消費税引き上げによる影響を勘案し、世帯全員が町民税非課税の満 65歳以上の方

が納める、令和元年度から令和２年度までの介護保険料を次のとおり見直します。

介護保険料が変わります！！

～所得の低い方の介護保険料を軽減します～

区分 対象者

見直し前
【H30】

見直し後

【Ｒ１～Ｒ２】

調整率
保険料

年額 (円 )
調整率

保険料
年額 (円 )

第１

段階

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が町民税非課税
・世帯全員が町民税非課税で、課税年金収入額と合
計所得金額の合計が 80 万円以下

 基準額×

　　0.45
26,700

  基準額×

　 0.375
22,200

第２

段階
 世帯全員が町民税非課税で、課税年金収入額と合
計所得金額の合計が 80 万円超 120 万円以下

 基準額×

　　0.75
44,500

  基準額×

　 0.625
37,100

第３

段階
 世帯全員が町民税非課税で、課税年金収入額と合
計所得金額の合計が 120 万円超

 基準額×

　　0.75
44,500

  基準額×

　 0.725
43,000

第４

段階

 世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は
町民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の
合計が 80 万円以下

 基準額×

　　0.9
53,400

変更はありません

第５

段階

 世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は
町民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の
合計が 80 万円超

 基準額×

　　1.0

59,400

（基準額）

第６

段階
 本人が町民税課税で、合計所得金額が120万円未満

 基準額×

　　1.2
71,200

第７

段階
 本人が町民税課税で、合計所得金額が 120 万円以
上 200 万円未満

 基準額×

　　1.3
77,200

第８

段階
 本人が町民税課税で、合計所得金額が 200 万円以
上 300 万円未満

 基準額×

　　1.5
89,100

第９

段階
 本人が町民税課税で、合計所得金額が300万円以上

 基準額×

　　1.7
100,900

介護保険料に関するお問い合わせ 役場住民課住民福祉グループ 電話 ３３－２１１１（内線 45）

  令和元年度（2019年度）の保険料額は、６月に個別にお知らせします。


